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２０２６．６．２７ 

北海道日本拳法連盟 
 
 

２０２６日本拳法全道団体選手権大会【大会要綱】 

１ 目 的 

北海道に在住する全ての日本拳法修練者により任意に編成されたチーム対抗の団体戦を実施

して、北海道No,1チームを決するとともに、競技を通じた日本拳法の技術交流を促進し、相互

の融和親睦を深め、さらなる日本拳法の発展に資することを目的とする。この際、道外からの

参加チームも歓迎し、より高い技術交流の場を構築する。                               

２ 日 時  

 令和８年１０月１７日（土）０９：３０開会式（７：００より入館統制） 

３ 場 所 

 千歳市開基記念総合武道館アリーナ（住所：千歳市あずさ１丁目３番１号、TEL：0123-22-2100）  

４ 主催及び後援 

(1) 主催：北海道日本拳法連盟 

(2) 公認：（一社）日本拳法競技連盟 

(3) 後援：（一社）全自衛隊拳法連盟、（一社）日本拳法連盟  

５ 参加資格及びチーム編成 

全ての日本拳法修練者で編成された１コチーム５名(３名以上)の団体 

 ※最小人数を３名とし大将のみ固定配置、他の２名の自由配置。但し、欠員分は不戦負け 

（２本負け）で成績を計上する。  

６ 競技要領 

(1) 競技方式：５人制対試合（もしくは3人対 5人対試合） 

(2) 団体戦の勝敗の決定（先鋒から大将まで順に対戦する。） 

ア  個人の勝敗：時間内に有効技２本を先取した選手及び１本取得のまま試合終了となった選 

手の｢勝ち」。両者有効技が無い場合または両者１本取得のまま終了となった場合「引分け」 

イ チームの勝敗及び順位の決定要領 

(ｱ) リーグ戦の場合：勝者の多いチームの「勝ち」（勝点３）、同数の場合「引分」（勝点１） 

(ｲ) リーグ内の順位：勝点の多い順に決定、勝点同数の場合は当該チーム同士の対戦で勝利 

した方が上位。３コチーム勝点同数の場合は「総勝利者数」の多いチームが上位、これ 

も同数の場合は以下の項目順で決する。①「総敗者」が少ないチームが上位、②「総取得 

本数」の多い順。③「総損失本数」の少ない順  

(ｳ) トーナメント戦の場合：勝者の多いチームの「勝ち」、同数の場合は代表戦（３分間 

三本勝負法）にて勝敗を決する。代表戦の当初の３分間で決しない場合、１分間一本勝負 

法による延長戦を勝敗が決するまでこれを繰り返す。※延長戦での警告・反則は全て次の延長へ持ち越し。 

(3) 試合及び審判規定：日本拳法競技連盟「日本拳法競技規則（試合・審判規則）」による。 

 

７  参加費：２０.０００円／１コチーム 

８  申込み要領：付紙「２０２６全道団体選手権参加申込書」に記入し、下記の方法で申込むこと。 

(1) 郵送/ＦＡＸ：〒003-0027札幌市白石区本通17丁目北17-12-205 小友広勝 宛 FAX：011-839-5842 

 (2) 画像送信(写メ)：小友携番 090-6164-3866を承認して Signalによる画像送信 

(3) 振込先：北洋銀行 旭ヶ丘支店(店番 127) 普通：0172704 口座名：日本拳法北海道連盟 

(4) 締  切：令和８年１０月１日(水)１７時まで。（遅れる場合は必ず一報して下さい。） 
※「振込明細票」の写メを必ずLINE送信願います。領収書の宛名必ず申込書に記載して下さい。 

２０２６ 
ALL HOKKAIDO 

Teams Championship’s 
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９  表彰及び賞品 

   優勝、準優勝、第３位×２：賞状・トロフイー・メダルを、敢闘賞には賞状を授与する。 

10  医局・勤務員・大会資材の差出支援（※全ての参加団体から応分のご協力をお願い致します。） 

(1)  医局支援：負傷者発生の際、大会ドクター（整形外科医）初期診察のもと、チーム帯同

救護員の協力を得て対処にあたり、重篤の場合は館内規則に基ずき救急車を要請する。 

(2)  勤務員・大会資材区分 

区分 部署名 人員数 差し出し要領 

競技進行 

スタッフ 
道場係 

長 １コ道場１名：計２名 ※各支部（団体）１名以上

のご支援をお願いします。

（申込み用紙に記載して下

さい） 

時計係 １コ道場２名：計４名 

記録係 １コ道場２名：計４名 

掲示係 １コ道場２名：計４名 

資  材 
武道タイマー ２機（２コ道場分） 

個別調整させて頂きます。 
試合場マット ２コート分：２４２枚 

１１  参加チームが自ら準備し大会に持参する物 

(1) 「チーム名札」「選手名札」：下図の規格を参照にチーム毎作成し大会に持参すること。 

 

 

 

 

 

 

(2) 保険証（コピーでも可）をチーム毎に必ず持参して下さい。 

武道館施設規約に則り、競技中の負傷の際は、大会ﾄﾞｸﾀｰの処置後、救急車を要請し救急 

指定病院へ搬送となりますので、チームから付添い同乗を求められます。この際、保険証 

（コピーでも可）を携行出来るようチーム毎準備し持参願います。    

１２  競技服装の統制 

(1) 帯を締め、股当てを帯の上から着装すること。  

(2) 全員裸足での競技とする。（拳法シューズの着用を禁止します。） 

(3) 公認表足プロテクター以外の甲・脛(すね)サポーターは事前の材質チェックを受ける事。 

  ※過度なテーピング、硬質素材で相手が負傷の原因と予想されるものは認めない。  

(4) 面タオル及び顎(あご)タオルは、白色無地の物とし、柄物・白色以外は禁止する。 

(5) 特に顎(あご)に当てるタオルは、面部からはみ出さないよう着装すること。 

１３  各種事故防止対策及び公衆衛生安全管理対策について 

(1)  車両事故防止：指定駐車区分に従い場内徐行を厳守して、歩行者や走行車両及び施設内 

      構造物等への衝突・接触防止に細心の注意をお願い致します。 

(2) 火災事故予防：施設管理区域全て禁煙です。また館内では火気の使用を禁止致します。 

(3) 盗難事故防止：貴重品の保管は自己責任を基本とし、既設ロッカーの利用やチーム一括 

保管に留意して下さい。また、誤って他人の物品を占有した場合は速やか 

に大会実行本部へ届けて下さい。 

(4) 公衆衛生安全管理対策：参加選手は、大会前から体調を整え、清潔な道衣の着用に努め、    

             万全の体調管理に留意して下さい。 

(5) 大会加入の障害保険の概要は次のとおり。 

ア  障害保険：死亡後遺障害×250万円、入院保障×日額 3000円、通院×日額 1000円 

イ  賠償保険：主催者側の過失により法律上の賠償責任を負った場合、その損害に対し適用。 



申込みＦＡＸ：０１１－８３９－５８４２                      ３」 

付 紙 

      ２０２６日本拳法全道団体選手権大会申込書 

出場チーム名  

代 表 者 

氏   名  

連 

絡 

先 

住  所  

電話番号  

メール 

アドレス 
 

No 役職 氏 名 （ふりがな） 段級位 
生年月日：西暦表示（年齢） 

※傷害保険加入に必須です。 

１ 大将    

２ 副将    

３ 中堅    

４ 次鋒    

５ 先鋒    

  補欠 

 

※何名でも可 

   

   

   

   

   

※大会勤務員・大会資器材の差出しをお願いします。（１コ団体１名以上） 

 

※領収証を発行します。希望する宛名を下記に記入して下さい。 

領収証の宛名：「               」（例：防衛省真駒内支部 etc） 

氏   名 希望する勤務役職に○印をつけて下さい。 

 道場長 時計 記録 掲示 

 道場長 時計 記録 掲示 

資器材（武道タイマー） 可 否 


